
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞4.探究活動の実践

＜活動内容＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・獲れたてのトウモロコシが手に入り、見た目や皮をむいたところ、実が出てくる過程を見
せたら楽しいのではと思った。０歳児の子どもがどんな表情をするか、口に入れようとする
かなど想像していたが、見ただけで泣いてしまう子もいた。近くに持っていくと口を開ける
子もいていろいろな姿が見られた。触れてみるから始まり、次にはどうするかなど、その子
の姿に合わせて、一対一でゆったりとした環境の中で探究することが大切だと思った。

・シートの上に置いてあるトウモロコシ、ナスの葉などの素材に気づいて
行けるように言葉を掛けたり、側においてみる。
・手のひら、足の裏などにトウモロコシのひげの部分や皮、葉などを触れ
させていきながら、子どもの反応をみていく。
・匂いをかいでみたり、「つめたいね」「ちくちくするね」など言葉で感
触を伝えていく。

（Aくん）
・担任「触ってみる？」
・トウモロコシの毛の部分を触り始める。
・口を開けて舐めようとする。

　
（Bちゃん）
・トウモロコシを見て少し嫌な顔をする。
・じっと見ているが、手は出さない。

０歳児…感触遊び（トウモロコシ、ナスの葉、紫陽花の葉を触る）

・経験することがほとんど初めての体験になるので、季節の植物や食べ物
の素材に触れさせてみたいと思った。

２.活動スケジュール

・３名の登園児に一人ひとりに関わり遊ぶ。
・素材に興味を持ち、触れてみる。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

令和6年7月11日

（Cちゃん）
・トウモロコシを嫌がり泣き始める。
・担任に抱かれて安心する。
・担任がトウモロコシの皮をむく姿は見るが
表情は嫌がっている様子

・担任は子どもの前にトウモロコシを置く
が、皆恐る恐る見始める

・皮をひげのついたトウモロコシ
・ナスの葉
・紫陽花の葉


